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Ⅰ．鬼怒川温泉の課題 
 

１．減少し続ける宿泊客数と、温泉街再生施策の立ち遅れ 
・鬼怒川温泉の宿泊客数は、1980～90年代の景気高揚とともに旅館ホテルの大型

化や新規立地が進み、1993年のピーク時には年間341万人を数えた。 

・しかしその後は、景気の低迷や団体旅行の衰退などの影響で減少に転じ、その

傾向が続いている。 

・こうした状況に対して、

温泉街再生の必要性

が叫ばれ、各種の対策

が検討されてきたが、

宿泊客数の減少を止

め、上昇に転じさせる

ような成果は上がっ

ていない。 

 

２．十分に生かされていない「風光明媚」 
・顧客へのアンケートによる鬼怒川温泉の魅力の第１位は、「自然が豊かで風光

明媚」であった。 

・一方、旅館ホテルの経営者が考える鬼怒川温泉の強みでは、風光明媚は、交通

の便、全国的な知名度、周辺の観光地に次ぐ第

４位に留まり、認識にややズレが見られる。 

・風光明媚を象徴する鬼怒川の渓谷美は、川沿い

に林立する大型の旅館ホテルに遮られ、主な眺

望スポットは橋の上となっている。 

■鬼怒川温泉の宿泊客数の推移 

■鬼怒川温泉の魅力（宿泊者アンケート） 
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３．失われた「温泉街らしい風情」 
・顧客へのアンケートでは、大半の人が温泉地に

求めるものは「温泉街らしい風情」である。 

・しかし鬼怒川温泉の現状は、顧客へのアンケー

トで「街に活気がない」「さびれている」との指

摘を多く受けるほど、人通りが少なく、空店舗

等が目立つ状況である。 

・旅館ホテルの経営者が考える鬼怒川温泉の弱み

でも、「風情に欠ける」が第１位となっている。 

・専門家による評価では、共同湯、文化・展示施

設、イベント・催し、情緒のある宿泊施設など

がマイナス要素として指摘されている。 

・空店舗活用の社会実験では、開設したゲームコー

ナーに多くの人が訪れ、温泉街ら

しい賑わいを求めていることが

裏付けられた。 

・かつては鬼怒川温泉にも旧温泉街

地区を中心に賑わいある商店街

が形成されていた時期があった

が、旅館ホテルの大型化や温泉街

の南北への拡大とともに温泉街

の風情は失われてきた。 

・また、宿泊客数の減少の中で、休業・廃業する旅館ホテルが生じ、一部は廃墟

化するなど、こうした傾向に拍車をかけている。 

 

４．個人客のニーズに十分応えられていない旅館ホテル 
・東京での潜在的な顧客へのアン

ケートでは、旅館ホテルに対する

肯定評価のポイント数は、実際の

宿泊客に比べて１／２以下とな

っている。また年代別で見ると若

者より高齢者の評価が高くなっ

ている。 

・鬼怒川温泉の旅館ホテルが提供し

■空店舗や空き地が目立つ温泉街 

■渓谷沿いの廃業・休業ホテル 

■行ってみたい温泉（宿泊客アンケート） 
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■鬼怒川温泉の魅力（台東区アンケート） 
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ている魅力が、顧客の嗜好の変化

に追いつけていない状況が伺え

る。 

・具体的に旅館ホテルに求めるもの

としては、宿泊客・潜在的顧客と

も、「食事を選べる」「食事は量や

品数より質」「チェックイン／チ

ェックアウト時間を選べる」など

の指摘が多い。全国的な調査でも

旅行目的の上位に「保養」がランクされており、ゆったりとくつろぎ、好みの

ものを食べたいという傾向が伺える。 

・旅館ホテルには、顧客の嗜好の変化と多様化に応えるきめ細かなサービスの提

供が求められている。 

 

５．周遊観光を支える環境の不備 
・顧客へのアンケートでは、風光明媚以外の魅力として、東京からの交通の便、

日光をはじめとする周辺の観光地や観光施設などが挙げられている。 

・福島空港利用ツアーの社会実験では、日光観光は遠方の人の旅行目的の第一と

なることも明らかとなった。 

・鉄道利用の利便性は日光地域の観光の特色であり、公共交通機関を利用する旅

行は環境問題への社会的要請が高まる中で今後望まれる姿である。 

・しかし、鬼怒川温泉～日光を結ぶ路線バスがないこと、乗り捨て無料のレンタ

カーなどの既存施策の広報が不十分なことなど、鉄道利用者が鬼怒川温泉を拠

点に周辺地域を周遊するための２次交通施策には改善の余地が多い。 

・一方、自動車利用者に対しては、一般駐車場がほとんどないなど、日帰り観光

客や立ち寄り客の利用環境の整備が遅れている。 

 

６．不十分な情報提供 
・温泉街の情報マップがわかりやすく提供されていないこと、一部で行われてい

る旅館ホテルの湯めぐりの情報が普及していないこと、日光地域内の２次交通

施策が十分広報されていないことなど、観光客が必要とする情報の集約と的確

な提供が為されていない。 

・鬼怒川温泉や旅館ホテル等での的確な現地情報の提供、インターネット等での

きめ細かな事前情報の提供などが求められる。 

■行ってみたい温泉（台東区アンケート） 
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Ⅱ．鬼怒川温泉再生の方向 
 

１．短期的な再生プログラムの確立とその実施体制の構築 
 

・宿泊客の減少が続き、有効な対策がなかなか打ち出せない状況を打開するため

には、中長期的な温泉街のあり方やその実現施策を視野に入れつつ、短期的な

施策を確実に展開し、再生の端緒を掴み、関係者の意欲を高めていくことが必

要である。 

 

①再生プログラムの確立 
・諸課題に対応する各種施策について、当面実施すべきもの（実施できるもの）、

短期的に取り組むべきもの、中長期的に実施すべきものなどに区分し、プログ

ラムとして確立する。 

・プログラムの策定にあたっては、効果をより高めるために、施策間の連携に十

分配慮する。 
 

②実施体制の構築 
・再生プログラムの強力な推進には、実行力のある推進体制の構築が不可欠であ

る。 

・これまでは案件毎に組織され、事後のフォローアップが不十分であった各種組

織を改め、地域再生全体、テーマ毎、地区毎など所掌を明確にし、体系的で持

続的な組織を構築する。 

・また限られた予算を有効に利用するために、施策全体を俯瞰した上で、公共と

民間の役割分担、民間への支援のあり方等、資金の配分を適正化する。 
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２．マイナス要素の早期克服とプラス要素の持続的な強化 
 

・鬼怒川温泉は、全国有数の規模を擁する温泉地であり、首都圏を中心に多くの

人達に親しまれてきた温泉地である。小規模な温泉地とは異なり、秀でた一つ

の魅力だけでは規模を維持していくことは困難である。 

・課題に掲げた各種のマイナス要素を丹念に克服し、プラス要素を強化して、再

び多くに人々に満足を与え、愛される温泉地に再生していく必要がある。 

・特に当面及び短期の施策展開の視点として、マイナス要素克服が重要である。 

 

①風光明媚な自然環境を維持・活用し、温泉街らしい街並みを育てる景観の誘導 

・短期的には、鬼怒川沿いの遊歩道など渓谷美を楽しむ環境整備を進めるととも

に、斜面林の除草や育成など渓谷の美化に努める。 

・中長期的には、釣り場の復活等渓流の活用、河川沿い非建築ゾーンの指定や斜

面林の再生、容積規制（ダウンゾーニング）や建築物形態規制の導入、温泉街

らしい街並みの誘導整備などにより、国立公園内の景勝地として自然景観優位

の景観形成を目指す。 

 

②湯めぐりやそぞろ歩きが楽しい、温泉街の賑わいと風情の再生 
・短期的には、駅前広場や道路の改装整備、空き店舗活用・手づくり行灯・橋上

イベントなどの活動、旅館ホテルの内湯やロビー空間の一部開放等を連携して、

まちに出る楽しさを演出する。 

・中長期的には、外湯・共同湯の整備、魅力ある店舗の育成、旅館ホテル内の物

販飲食サービスのアウトソーシング、拠点施設（コンベンション施設、劇場、

博物館など）の導入などにより、滞在するのが楽しい温泉街を再構築する。 

 

③さびれた印象を与える遊休地・遊休施設の修復・活用 
・短期的には、休業・廃業した旅館ホテルの解体更地化、破損した看板や工作物

などの除去改修など荒廃したイメージの払拭に努めるとともに、緑化やイベン

ト空間への活用などの暫定利用を推進する。 

・中長期的には、まとまった規模のものについては戦略的な拠点施設等への活用

を図る一方、渓谷沿いのものは景観形成の資源ととらえ適切な利用誘導を図る。

また市街地内の空店舗など小規模なものは、賑わい再生につなげる活用を図る。 
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④多様な宿泊客のニーズに応え、温泉街とともに発展する旅館ホテルの改革 

・短期的には、観光が主産業であるとの認識のもと、湯めぐりへの参画、ロビー

の開放や喫茶店営業の実施など、既存の施設・空間を活用して人々のそぞろ歩

きを誘発し、温泉街の賑わい形成に貢献する。 

・中長期的には、多様な宿泊客に対して、それぞれの旅館ホテルが個性を発揮し

て、宿泊客に喜ばれる特色のある風呂や料理、やすらぎのある空間、きめ細か

な接客サービスなどホスピタリティあふれる旅館ホテルに変革していく。一つ

の選択肢として、温泉を活用した健康、癒しのためのサービス・メニューを充

実する。 

 

⑤日光地域を中心に様々な周遊観光が楽しめる環境づくり 
・短期的には、日光地域内の周遊促進を図る交通環境の改善やその周知を図ると

ともに、近傍の観光地や景勝地を訪れるミニツアーの実施など、鬼怒川温泉を

拠点とした楽しみの提供を図る。 

・中長期的には、行政、町民、旅館ホテル経営者、交通事業者など関係者の合意

形成を図りつつ、日光地域が一丸となって、魅力ある周遊観光メニューの提供

やインバウンド対策など、広域交流の促進に持続的に取り組んでいく。 

 

⑥鬼怒川温泉の魅力を伝えるインフォメーション機能の充実 

・短期的には、鬼怒川温泉内の各種情報の収集体制を整備するとともに、駅前な

どのインフォメーション拠点の整備、雑誌やインターネットなどでの適切な情

報提供体制の構築を図る。 

・中長期的には、利用者の評価に基づいた情報の取捨選択など、情報の質の向上

に取り組む。 



 
7 

３．温泉街の分節によるきめ細かな施策の展開 
 

・旅館ホテルの大型化や温泉地の面的拡大により失われた温泉街らしい風情を取

り戻すために、温泉街を子供や高齢者でも歩いて回れる程度の規模に分節する。 

・地区毎の温泉街形成の経緯や資源を踏まえながら、旅館ホテルや店舗などの関

係者が密度の高い協議を重ねながらきめ細かな整備を実現し、地区毎に温泉街

の個性を顕在化していく。 

・将来的には各地区が「独立した温泉街」として認知され、川治温泉も含めて「鬼

怒川・川治温泉は４つの個性的な温泉街を持つ」ように再生を進める。 

 

①鬼怒川温泉駅周辺地区 
・利便性が高く大規模な来客にも対応でき、鬼怒川の渓谷美も楽しめる「エンター

テインメント型温泉街」をめざす。 

 

②旧温泉街地区 
・建物と渓谷美のバランスを保ちながら、かつての鬼怒川温泉が持っていたヒ

ューマンスケールの街並みを再生する「ふれあい型温泉街」をめざす。 

 

③鬼怒川公園駅周辺地区 

・現在のあまり高くない建物の密度を生かして、鬼怒川や山並みを身近に感じな

がらのんびりと過ごせる「高原リゾート的保養地」をめざす。 

川治温泉地区 

 

鬼怒川温泉（従来のフレーム） 

鬼怒川・川治温泉（総合的フレーム） 

鬼怒川温泉駅 

周辺地区 旧温泉街地区 

 

鬼怒川公園駅 

周辺地区 

鬼怒川温泉駅 鬼怒川公園駅 川治温泉駅 川治湯元駅 

鬼怒川 

■地区区分の概念図 



 
8 

４．継続的な情報収集とフォローアップ 
・温泉街の再生を確実なものとしていくためには、施策実施の成果を客観的に評

価するとともに、時代とともに移り変わる顧客のニーズを的確に把握し、再生

プロクラムを適宜見直していく必要がある。 

 

①アンケート調査等の情報収集の継続的な実施 
・本調査で実施した各種アンケート調査では利用者の生の声を聞くことができた

が、実施時期がオフシーズンであり、通年的な鬼怒川温泉の利用者の意向を反

映しているとは限らない。 

・また、各種施策の展開が利用者にどう受け止められているかを確認し、施策の

効果や適切性を判断することも重要である。 

・季節毎、また経年的にアンケート調査等の情報収集を続け、常に利用者のニー

ズに応える温泉街を目指していく必要がある。 

 

②施策実施の評価、顧客ニーズの変化に応じたフォローアップ 
・温泉街再生の各種施策は、利用者に喜ばれ、多くの利用者が集まることが目的

である。 

・したがって、施策実施の結果を冷徹に見つめ、足らざる所を補い、新たな方向

を模索するフォローアップ体制が極めて重要である。 

・宿泊客の回復の兆しが見えるなど施策の効果が上がっても、社会の変化や利用

者のニーズの変化は未来永劫続くものであり、たゆまない改革が必要である。 
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Ⅲ．鬼怒川温泉再生の施策 
 

１．風光明媚を生かし、温泉街の街並みを再生する景観の誘導 
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åiäœÇÃèdóvê´ÇÃã§óL åiäœå`ê¨ÇÃénìÆ ñ{äiìIÇ»åiäœå`ê¨

åiäœñ@ÇÃì±ì¸ åiäœåvâÊçÙíËÇ…å¸ÇØÇžíŠ
�ç

åiäœå`ê¨Ç…å¸ÇØÇžínãÊñà
�ÇÃínå åüì¢ÇÃäJén

åiäœåvâÊÇÃçÙíË åiäœåvâÊãÊàÊÇ…ÇÊÇÈÉ}ÉN
ÉçÇ»åiäœÇÃóUì±
åiäœínãÊìôÇÃì±ì¸Ç…ÇÊÇÈ
ínãÊñàÇÃåiäœÇÃóUì±

í¨

åiäœå`ê¨ÇÃé¿é{ ä×ëŽéŒñ ó—ÇÃèúëêÅAàÁêê̈ÏâàÇ¢ÇÃãÛÇ´ínÇ÷ÇÃêAçÕ
ìôÇÃèCåi
êÏñ ÇÃëççáìIÇ»ÉâÉCÉg
ÉAÉbÉv

óVãxínÅEóVãxé{ê›ìôÇ¾äà
ópÇµÇžéŒñ óŒínÇÃçƒêŽ
ïKóvÇ…âûÇŽÇƒóeêœãKêßÇ»
Ç«ÇÃé¿é{

í¨

ñØä‘
í¨éxâá

âàìšÇÃèCåiÅEî¸âªÇÃé¿é{ ÉZÉbÉgÉoÉbÉNìôÇ…ÇÊÇÈï‡
çsä¬ã´â¸ëPìôÇ¾åpë±

ñØä‘
í¨éxâá

âÔí¦êºäXìšÇ»Ç«ÇÃ
âàìšåiäœêÆîÐ

ñºÅ@èÃ ñ¹ïWê›íËÇ²é¿é{ì‡óe

�ÅiäeínãÊñàÇ…åüì¢ÅEé¿é{Ç ÇÈÇ±Ç²Ç²ÇµÅAäeínãÊñàÇ…ãLç¹Åj

åkíJî¸ÇÃà€éùÅEàÁ
ê¨

�â êÚäXÇÁÇµÇ¢ïóèÓ
ÇÃÇ†ÇÈäXï¿Ç›

 
 

２．温泉街らしい賑わい・風情の再生 
éñã²éÂëÃ

ìññ ÅFÅ`ÇQÅEÇRîN íZäÝÅFÅ`ÇTîN �íÜí äÝÅFÅ`ÇPÇOîN
ìíÇ½ÇÆÇËÇÃé¿åª

ìˆÇÌÇ¢å`ê¨ÇÃèÄîÐ
äOìíÇ»Ç«ãíì_é{ê›ÇÃêÆîÐ ìˆÇÌÇ¢ÇÃëùïù

�ó äŸÉzÉeÉãÇÃì‡ìíäJïÝÇ…
ÇÊÇÈ¢ìíÇ½ÇÆÇË£ÇÃé¿é{Ç²
ÇoÇq

�ó äŸÉzÉeÉãìôÇ÷ÇÃ¢ë´ìí£
ÇÃêÆîÐ

ñØä‘

âwëOçLèÍÇ÷ÇÃë´ìíêÆîÐ
ãSì{êÏåˆâÄä‚ïóòCÇÃÇoÇq

äOìíÇÃêÆîÐÅiêÖñæäŸê’
�ínÅAãSì{êÏâ êÚâwëOÅAëÍ

å©ã¥é¸ï”Ç»Ç«Åj

ïüéÉÅEñ¸ÇµäœåÐëŒâûé{ê›
ÇÃåüì¢

í¨
(åˆê›ñØâcìô)

ãíì_é{ê›ÇÃêÆîÐ ópínå¾è¬ÅAêÆîÐåvâÊçÙíË
é{ê›êÆîÐÅiàÍî íìé‘èÍÅA
ÉCÉìÉtÉHÉÅÅ[ÉVÉáÉìÇ»
Ç«Åj

í¨
(åˆê›ñØâcìô)

ópínå¾è¬
êÆîÐåvâÊçÙíË

é{ê›êÆîÐÅiäOìíÅAóŒínÅA
�å©ê ÇÁÇµåˆâÄÅAíìé‘èÍÇ»

Ç«Åj

í¨
(åˆê›ñØâcìô)

ïŽâªé{ê›ìôÇÃåüì¢ í¨
åˆã§ãÛä‘ÇÃìˆÇÌÇ¢óòópÇÃÉãÅ[Éãâª ä÷åWã@ä÷Ç²ÇÃã¶ãcÅAñæïŽ

âª
í¨

ñºÅ@èÃ

Ç°ÇÎÇ™ÇÀã¥ãíì_é{
ê›
(êÖñæäŸê’íné¸ï”)

ñ¹ïWê›íËÇ²é¿é{ì‡óe

ÇªÇÃëº

é‘ëŒâûãíì_é{ê›
ÅiìøêÚätê’ínÅj

�äOìíÅEìíÇ½ÇÆÇËÇ»Ç«â êÚÇÃäyÇµÇ›ÇÃ
íÒãü
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３．さびれた印象を与える遊休地、遊休施設の修復・活用 
éñã²éÂëÃ

ìññ ÅFÅ`ÇQÅEÇRîN íZäÝÅFÅ`ÇTîN �íÜí äÝÅFÅ`ÇPÇOîN
ïÞçÙÇÃåüì¢ÅAëŒçÙÇÃíÖéËïÞçÙÇÃé¿é{ÅAäàópÇÃíÖéË ñ{äiìIÇ»äàóp
ïÞçÙåüì¢ÅAé¿é{ëÃêßêÆîÐ
(àÍéûîÉéÊÇ…ÇÊÇÈïÞñ@ìô)

ï~ínè¾åèêÆèòÇÃé¿é{ í¨

é‘ëŒâûãíì_é{ê›ÇÃêÆîÐ
Åiï åfÅj
èCåiÅEî¸âªÅiêÆì¹ÅAê¥
ë|ÅAóŒâªÇ»Ç«Åj

Ç°ÇÎÇ™ÇÀã¥ãíì_é{ê›ÇÃêÆ
îÐÅiï åfÅj

�å©ê ÇÁÇµçLèÍìôÇÃébíËóò
óp

åiäœÇ…îzóŽÇžäàópë£êi
ÅióŒínâªÅAàÍî íìé‘èÍÅA
à×êHìXìôí·ñßìxÇ»óòópÇ»
Ç«Åj

í¨ÅEñØä‘

èCåiÅEî¸âªÅiå¦äî¬ìP
ãéÅAêÆì¹ÅAê¥ë|Ç»Ç«Åj

ébíËóòópÅióŒâªÅAàÍî íì
é‘èÍÇ»Ç«Åj

í¨ÅEñØä‘

ï~ínè¾åèêÆèòÅiå†óòä÷åWêÆóùÅAçXín
âªìôÅj

�îpã²ÅEãxã²ó äŸìôÇÃëÂãKñÕÇ»Ç‡ÇÃ
ÅiãSì{êÏâEä›âàÇ¢Ç…èWíÜÅj

ãÛìXï‹ìôÇÃè¨ãKñÕÇ»Ç‡ÇÃ

ñ¹ïWê›íËÇ²é¿é{ì‡óeñºÅ@èÃ

 
 

４．宿泊客のニーズに応え、街づくりに貢献する旅館ホテルの改革 
éñã²éÂëÃ

ìññ ÅFÅ`ÇQÅEÇRîN íZäÝÅFÅ`ÇTîN �íÜí äÝÅFÅ`ÇPÇOîN
â¸ävÇÃénìÆ â¸ävÇÃñ{äiâª â¸ävÇÃåpë±

ÉçÉrÅ[ÇÃäJïÝÇ‚ãiíÉìXâc
ã²ÇÃé¿é{Ç…ÇÊÇÈìXï‹ïsë´
ÇÃï‚äÆ

�ó äŸÉzÉeÉãÇ²è§ìXäXÇÃä÷
� �åWÇ…ä÷Ç ÇÈínå åüì¢

�ó äŸÅEÉzÉeÉãÇÃà×êHÅEï®
îÃã@î\ÇÃäOïîâªÇ»Ç«ÅAÇÊ
ÇËêœã…ìIÇ»é{çÙÇÃé¿é{

ñØä‘

ñØä‘

ñ¹ïWê›íËÇ²é¿é{ì‡óe

�Åiäeó äŸÉzÉeÉãñàÇ…å¬ê´Ç†ÇÈé{ê›Ç¦Ç°ÇËÇ‚ÉTÅ[ÉrÉXÇÃé¿é{Ç…å¸ÇØÇƒâ¸ävÇ¾é¿é{Å

�ó äŸÉzÉeÉãÇÃäXÇ¦Ç°ÇËÇ÷ÇÃçvå£

ñºÅ@èÃ

�ì¡êFÇ†ÇÈó äŸÉzÉeÉã  
 

５．様々な周遊観光が楽しめる環境づくり 
éñã²éÂëÃ

ìññ ÅFÅ`ÇQÅEÇRîN íZäÝÅFÅ`ÇTîN �íÜí äÝÅFÅ`ÇPÇOîN
å¾ó¨ë£êiïÞçÙÇÃåüì¢ å¾ó¨ë£êiÇÃénìÆ å¾ó¨ÇÃè[é¿

É~ÉjÉcÉAÅ[é¿å±ÇÃé¿é{ �ãSì{êÏâ êÚì‡ÇÃÉ~ÉjÉc
ÉAÅ[ÇÃè[é¿Åiå‹ã¥Ç½ÇÆÇË
(ä×ëŽ)ÅAé–Ç½ÇÆÇËÇ»Ç«Åj
ìÝåÐínàÊì‡ÅAâÔí¦ínïÞÇ¾
èÑÇÈÉcÉAÅ[ÇÃäÈâÊÅEé¿é{

ÉcÉAÅ[ÉKÉCÉhÇ»Ç«êlç¼ÇÃ
àÁê¨ÅEÉXÉLÉãÉAÉbÉv

í¨ÅEñØä‘

ÉcÉAÅ[ÉoÉXå^ÅiâàìšäœåÐ
ínÇ¾èÑâÒÅjÇÃïüìáãÛç`óò
ópé¿å±ÇÃåüì¢

í¨

ëžåæåÍï\ãLÅAí ñÛÇ»Ç«éÛ
ÇØì¸ÇÍë‘ê®ÇÃåüì¢ÅEé¿é{

ñØä‘
í¨éxâá

ÉcÉAÅ[ÇÃé¿é{

ïüìáãÛç`óòóp

ÉCÉìÉoÉEÉìÉhëŒçÙ

ñ¹ïWê›íËÇ²é¿é{ì‡óeñºÅ@èÃ

 
 

６．インフォメーション機能の充実 
éñã²éÂëÃ

ìññ ÅFÅ`ÇQÅEÇRîN íZäÝÅFÅ`ÇTîN �íÜí äÝÅFÅ`ÇPÇOîN
èÓïÒî°êMã°âªÇÃénìÆ èÓïÒî°êMÇÃè[é¿ èÓïÒî°êMÇÃåpë±

�èÓïÒÇÃàÍå âªÅAï]âøÅAî°
êMïÞçÙÇÃåüì¢
ä×ëŽãÛä‘Ç¾äàópÇµÇžèÓïÒ
î°êMÇÃã°âª

äeínãÊÇÃÉCÉìÉtÉHÉÅÅ[
ÉVÉáÉìãíì_ÇÃêÆîÐ

í¨

ÉoÉäÉAÉtÉäÅ[É}ÉbÉvÇÃçÏ
ê¨

í¨

ñ¹ïWê›íËÇ²é¿é{ì‡óe

èÓïÒî°êMëŒçÙ

ÉoÉäÉAÉtÉäÅ[É}ÉbÉvÇÃçÏê¨

ñºÅ@èÃ
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７．温泉街の回遊ネットワークの整備 
ãÊÅ@ä‘ éñã²éÂëÃ

ìññ ÅFÅ`ÇQÅEÇRîN íZäÝÅFÅ`ÇTîN �íÜí äÝÅFÅ`ÇPÇOîN
âÒóVòHÇÃå`ê¨ âÒóVòHÇÃçÇéøâª âÒóVòHÇÃägëÂ

ãSì{óßä‚ëÂí›ÇË
ã¥

Å° ãSì{óßä‚ëÂí›ÇË
ã¥

ã¥ó¿êÆîÐ í¨Å@

ÅiâEä›Åj Å° ó¾éjÇÃòHóVï‡ìš óVï‡ìšêÆîÐ í¨Å@
ÅiçŽä›Åj Å¢í¨ìš326, 324

çÜê¸
óVï‡ìšâªêÆîÐ í¨Å@

óßä‚ã¥ Åõóßä‚ã¥
(R121BP)

ÉoÉäÉAÉtÉäÅ[âªâ¸èC Å@åß

ÅiâEä›Åj Å° âÕêÏóVï‡ìš óVï‡ìšâªêÆîÐ
(åªìåãûìdóÕä«óùópìšòH)

í¨Å@

Åõçëìš121çÜBP ÉoÉäÉAÉtÉäÅ[âªâ¸èC Å@åß
ÅiçŽä›Åj Åõí¨ìš I -4çÜê¸ëº ï‡ìšìôçÇéøâªêÆîÐ í¨Å@

Å¢í¨ìš306çÜê¸ óVï‡ìšâªêÆîÐ ÉoÉäÉAÉtÉäÅ[âªâ¸èC
�âÕå¥Ç÷ÇÃè ç~òHêÆîÐ

ï‡çsé“ã¥ÇÃêÆîÐ í¨Å@

Å¢í¨ìš312çÜê¸ ï‡é‘ã§ëŽâªêÆîÐ í¨Å@
Ç”ÇÍÇ†Ç¢ã¥ Å° Ç”ÇÍÇ†Ç¢ã¥ ÉoÉäÉAÉtÉäÅ[âªâ¸èC

�ÅiçŽä›è ç~ïîÅj
í¨Å@

ÅiâEä›Åj Å¢í¨ìšáTÅ|ÇTçÜê¸
(ñ{í¨)

Å@ ï‡é‘ã§ëŽâªêÆîÐ í¨Å@

Åõçëìš121çÜBP ÉoÉäÉAÉtÉäÅ[âªâ¸èC Å@åß
ÅiçŽä›Åj Å° âÕêÏóVï‡ìš óVï‡ìšâªêÆîÐ

(åªìåãûìdóÕä«óùópìšòH)
í¨Å@

Å° Ç°ÇÎÇ™ÇÀã¥çŽä›
ã¥ãl

�âÕå¥Ç÷ÇÃè ç~òHêÆîÐ
ã¥ãlçLèÍêÆîÐ

í¨Å@

Åõí¨ìšáTÅ|ÇSçÜê¸ ÉoÉäÉAÉtÉäÅ[âªâ¸èC í¨Å@
Å~âÔí¦êºäXìš

(R121)
ï‡çsé“à¿ëSëŒçÙ ï‡ìšêÆîÐ Å@åß

Ç°ÇÎÇ™ÇÀã¥ Å¢í¨ìšáTÅ|ÇTçÜê¸
 (Ç°ÇÎÇ™ÇÀã¥)

çŽä›ï‡ìšêÆîÐ (Ç©ÇŽÇ©ç‚) í¨Å@

ÅiâEä›Åj Å¢í¨ìš406çÜê¸
 (àÆí¨,â‘å©ç‚)

ï‡é‘ã§ëŽâªêÆîÐ í¨Å@

Å¢ÉçÅ[ÉvÉEÉFÉCé¸
ï”

ï‡é‘ã§ëŽâªêÆîÐ í¨Å@

Åõçëìš121çÜBP ÉoÉäÉAÉtÉäÅ[âªâ¸èC Å@åß
ÅiçŽä›Åj Å~âÔí¦êºäXìš

(R121)
ï‡çsé“à¿ëSëŒçÙ ï‡ìšêÆîÐ Å@åß

ëÍå©ã¥ Å° ëÍå©ã¥ (í¨ìš
514çÜê¸)

âEä›éÊïtïîï‡é‘ã§ëŽâª
çŽä›åˆâÄêÆîÐ

í¨Å@

ÅiâEä›Åj Åõçëìš121çÜBP ÉoÉäÉAÉtÉäÅ[âªâ¸èC Å@åß
Å° âÕêÏóVï‡ìš óVï‡ìšÅEâÕêÏåˆâÄêÆîÐ í¨Å@

ÅiçŽä›Åj ÅõâÔí¦êºäXìš
(R121)

ÉoÉäÉAÉtÉäÅ[âªâ¸èC Å@åß

ãSì{ä‚ã¥ ÅõãSì{ä‚ã¥
(R121BP)

ÉoÉäÉAÉtÉäÅ[âªâ¸èC Å@åß

å¾í ëŒçÙ É_ÉCÉAÉãÉoÉXÇÃÉRÉ~ÉÖÉj
ÉeÉBÅEÉoÉXÇ÷ÇÃìWäJ

ÉRÉ~ÉÖÉjÉeÉBìdé‘ìôÇÃåü
ì¢

ñØä‘
í¨éxâá

é‘ëŒâûãíì_é{ê›ÇÃêÆîÐ
(çƒåf)

àÍî íìé‘èÍÇÃêÆîÐ �ó äŸÉzÉeÉãÇÃíìé‘èÍÇÃã§
ìØóòópâª

í¨ÅEñØä‘

ÅõäŠê¸ìšòHÅFï‡ìšóLÇËÅ@Å@Å~äŠê¸ìšòHÅFï‡ìšÇ»ÇµÅ@Å@Å¢ãÊâÊìšòHìôÅ@Å@Å°ï‡çsé“êÍópìšòH

ñºÅ@èÃ

é©ìÆé‘å¾í 

ÉRÉ~ÉÖÉjÉeÉBå¾í 

ñ¹ïWê›íËÇ²é¿é{ì‡óe
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８．鬼怒川温泉駅前の玄関口にふさわしい賑わいの再生 
éñã²éÂëÃ

ìññ ÅFÅ`ÇQÅEÇRîN íZäÝÅFÅ`ÇTîN �í äÝÅFÅ`ÇPÇOîN
âwëOÇÃÉCÉÅÅ[ÉWàÍêV âwëOÇÃìˆÇÌÇ¢ÇÃçƒêŽ âwëOÇÃìˆÇÌÇ¢ÇÃëùïù

âwëOçLèÍâ¸èCêÆîÐ í¨
ïŽâªâÔäŸäOäœâ¸èC í¨

âwëOçLèÍé¸ï”åöï®èCåiêÆ
îÐ

ñØä‘
í¨éxâá

ìdê¸ó¼íníÜâª í¨
ïŽâªâÔäŸÇ÷ÇÃäœåÐèÓïÒÉZ
ÉìÉ^Å[ã@î\êÆîÐ

í¨

âwé…ÇÃâ¸èCÅEÉCÉìÉtÉH
ÉÅÅ[ÉVÉáÉìã@î\êÆîÐ

ìåïêìSìš
í¨

âwëOçLèÍÇÃíËäÝìIÇ»ÉCÉx
ÉìÉgäJç¦
ìXï‹ÇÃâcã²ì‡óeâ¸ëPÅiâc
ã²éûä‘ÅAïiëµÇ¶Ç»Ç«Åj

É`ÉÉÉåÉìÉWÉVÉáÉbÉvìôìX
ï‹àÁê¨éñã²
�ó äŸÉzÉeÉãÇ²ÇÃòAågã°âª

ëžólÇ»ã²éÌÇÃóUív ñØä‘

åiäœå`ê¨åvâÊ åiäœå`ê¨ÇÃÉãÅ[Éãâª í¨ÅEñØä‘
è§ìXäXäàê´âªÇÃåüì¢äJén í¨ÅEñØä‘

ñºÅ@èÃ

âwëOçLèÍâ¸èC
åiäœå`ê¨

ÉCÉìÉtÉHÉÅÅ[ÉVÉáÉìã@î\

ñ¹ïWê›íËÇ²é¿é{ì‡óe

ìˆÇÌÇ¢å`ê¨

�ínå éQâÊÇÃåvâÊçÙíË

 
 

９．旧温泉街の風情と賑わいの再生 
éñã²éÂëÃ

ìññ ÅFÅ`ÇQÅEÇRîN íZäÝÅFÅ`ÇTîN �í äÝÅFÅ`ÇPÇOîN
�êlÅXÇ¾äXÇ÷óUÇ¢èoÇ Ç‡Ç¡Ç²äyÇµÇÒÇÇ‡ÇÁÇ§� �â êÚäXÇ…ïóèÓÇ¾éÊÇËñ½Ç

éËÇ¦Ç°ÇËçsìîÉCÉxÉìÉgÇÃ
åpë±é¿é{ÅAÇoÇqã°âª

íãä‘ÇÃåiäœÇ¦Ç°ÇËÅiâ‘íd
Ç»Ç«Åj

åiäœêÆîÐéñã²ÇÃé¿é{
(ÉtÉ@ÉTÅ[ÉhÅAäî¬Ç»Ç«)

ñØä‘
í¨éxâá

ãÛìXï‹äàópé¿å±ÇÃåpë±é¿
é{

ãÛìXï‹Ç¾äàópÇµÇžìXï‹àÁ
�ê¨éñã²Åiínå éYïiìôÅj

ëžólÇ»ã²éÌÇÃóUív
ïŽâªé{ê›ìôÇÃêÆîÐ

ñØä‘
í¨éxâá

Ç”ÇÍÇ†Ç¢ã¥ÇÇÃíËäÝìIÉC
ÉxÉìÉgäJç¦

�ó äŸÉzÉeÉãÇ²ÇÃòAågã°âª ñØä‘
í¨éxâá

é‘ëŒâûãíì_é{ê›ÇÃêÆîÐ
Åiï åfÅj

Ç°ÇÎÇ™ÇÀã¥ãíì_é{ê›ÇÃêÆ
îÐÅiï åfÅj

í¨ÅEñØä‘

ÉCÉìÉtÉHÉÅÅ[ÉVÉáÉìãíì_
ÇÃêÆîÐÅiÇ°ÇÎÇ™ÇÀã¥çŽä›
çLèÍÅAÇ”ÇÍÇ†Ç¢ã¥çŽä›çL
èÍÇ»Ç«Åj

ÉRÉ~ÉÖÉjÉeÉBå¾í É^Å[É~
ÉiÉãÇÃêÆîÐ

Ç”ÇÍÇ†Ç¢ã¥âEä›ÇÃçLèÍã@
î\ÅiÇ‹ÇøÇ©Ç«äjÅjÇÃå`ê¨

í¨

åiäœå`ê¨å`ê¨ÇÃåüì¢äJén åiäœå`ê¨ÇÃÉãÅ[Éãâª í¨ÅEñØä‘
è§ìXäXäàê´âªÇÃåüì¢äJén í¨ÅEñØä‘

�ínå éQâÊÇÃåvâÊçÙíË

ñ¹ïWê›íËÇ²é¿é{ì‡óe

åiäœå`ê¨

ãÛìXï‹äàópÅEìXï‹àÁê¨

ìˆÇÌÇ¢å`ê¨

ÉCÉìÉtÉHÉÅÅ[ÉVÉáÉìã@î\
å¾í ã@î\

ñºèÃ

 
 

１０．鬼怒川公園駅前の賑わい形成 
éñã²éÂëÃ

ìññ ÅFÅ`ÇQÅEÇRîN íZäÝÅFÅ`ÇTîN �í äÝÅFÅ`ÇPÇOîN
�ínå ÇÃëgêDëÃêßÇ¾Ç¬Ç°ÇÈä¬ã´Ç¾êŽÇ©ÇµÇžäXÇ¦Ç°ÇË óòópä¬ã´ÇÃè[é¿

åiäœêÆîÐéñã²ÇÃé¿é{
(ÉtÉ@ÉTÅ[ÉhÅAäî¬Ç»Ç«)

ñØä‘
í¨éxâá

ìXï‹àÁê¨éñã²ÇÃé¿é{Åiín
�å éYïiìôÅj
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○参考情報 
 

１．検討体制 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．検討スケジュール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 従来型温泉地再生戦略会議 

国土交通省（関東地方整備局、関東運輸局） 

伊香保町、石和町、藤原町 

群馬県、山梨県、栃木県 

藤原町 

国土施策創発調査 

検討委員会 

広域交流 

作業部会 

景観計画 

作業部会 

国を中心にした組織 藤原町 

 会  議 フィールドワーク 

 検討委員会 
広域交流 

作業部会 

景観計画 

作業部会 

宿泊客 

アンケート 

経営者 

アンケート 

台東区 

アンケート 

福島空港 

利用ツアー 

空店舗活用 

社会実験 

１２月２日 

第１回 
     

 

 

 

 

１２月 

 

１２月１０日 

主要メンバーと非公式に討議（合

同） 

     

 
１月１２日 

第１回（合同） 
    

１月１２日 

第１回 

ワークショップ 

１月１７日 

第２回 
     

 

 

 

１月１５日 

店舗オープン 
１月 

   

１月２８～ 

３０日 

アンケート実施 

１月２８日～ 

２月６日 

アンケート実施 

１月３０日～ 

２月６日 

アンケート実施 

 

１月２６日 

第２回 

ワークショップ 

       

２月１日 

店舗１店の 

活動強化 

  
２月１０日 

第２回 
   

 

 

 

２月上旬 

宣伝活動強化 

 
２月１７日 

第２回 
     

 

 

 

２月 

２月２１日 

第３回 
     

２月１９～ 

２１日 

ツアー実施 

２月下旬 

第３回 

ワークショップ 
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３．委員会名簿 
（１）国土施策創発調査検討委員会 
 氏  名 役   職 備考 

１ 安島 博幸 立教大学観光学部観光学科教授 委員長 

２ 宮脇 勝   千葉大学工学部都市環境システム学科助教授  

３ 陣内 雄次 宇都宮大学教育学部家政教育講座助教授  

４ 藤崎 慎一 ㈱地域活性プランニング代表取締役  

５ 船曳 寿男 地元代表（地域再生マネージャーサポーター）  

６ 高橋 幸男 地元代表（地域再生マネージャーサポーター）  

７ 筒井 巌 地元代表（地域再生マネージャーサポーター）  

８ 小野 真 地元代表（鬼怒川・川治温泉旅館協同組合青年部）  

９ 奥村 祐一 地元代表（鬼怒川・川治温泉旅館協同組合青年部）  

10 塩生 勇一 地元代表（藤原町地域再生推進委員会長）  

11 綾部 光明 交通関係業代表（東武鉄道㈱経営企画部経営企画課長）  

12 堀川 光一 藤原町収入役（藤原町地域再生本部長）  
※オブザーバーとして特定地域プロジェクトチーム（国）、地域再生プロジェクトチーム（県）が参加 

 

（２）広域交流作業部会名簿 
 氏  名 役   職 備考 

 藤崎 慎一 ㈱地域活性プランニング代表取締役 アドバイザー 

1 高橋 幸男 地元代表（地域再生マネージャーサポーター） 部会長 

2 船曳 寿男 地元代表（地域再生マネージャーサポーター）  

3 小野 真 地元代表（鬼怒川・川治温泉旅館協同組合青年部）  

4 中村 武彦 地元代表（鬼怒川・川治観光施設協会副会長）  

5 沼尾 敏司 地元代表（鬼怒川・川治温泉観光協会宣伝部長）  

6 綾部 光明 交通関係代表（東武鉄道㈱経営企画部経営企画課長）  

7 内藤 孝一 交通関係代表（東武ダイヤルバス㈱専務取締役）  

8 猪瀬 勝也 商工関係代表（日光地区商工会議鬼怒川事務所長）  

9 本郷 昌孝 旅行会社代表（㈱JTB宇都宮支店副支店長）  

10 亀山 哲雄 旅行会社代表（東武トラベル㈱国内仕入企画副部長）  

11 荒川 正利 栃木県企画部交通対策課長補佐  

12 高久 啓 栃木県商工労働観光部観光交流課長補佐（県PT）  

13 大橋 忍 日光市商工観光課長  

14 湯澤 長久 栗山村観光農林課長  

15 八木澤克行 藤原町企画財政課長  
 

（３）景観形計画作業部会名簿 
 氏  名 役   職 備考 

 宮脇 勝 千葉大学工学部都市環境システム学科助教授 アドバイザー 

1 筒井 巌 地元代表（地域再生マネージャーサポーター） 部会長 

2 奥村 祐一 地元代表（鬼怒川・川治温泉旅館協同組合青年部）  

3 大島 裕人 地元代表（鬼怒川・川治観光施設協会役員）  

4 大網 和男 地元代表（本町地域活性化委員会長）  

5 佐藤 三男 地元代表（温泉駅前商店会長）  

6 丸山 忠雄 地元代表（星ヶ丘商店会代表）  

7 倉持 和司 栃木県商工労働観光部観光交流課主幹（県PT）  

8 入野 好市 栃木県林務部自然環境課長補佐  

9 碓氷 善美 栃木県土木部都市計画課長補佐（県PT）  

10 大塚 晴久 栃木県土木部建築課建築指導班長  

11 沼尾 芳訓 藤原町建設課長  
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（４）事務局 
 氏  名 役   職 備考 

１ 作道 今朝夫 藤原町観光課長  

２ 沼尾 鬼子造 藤原町観光課地域再生推進室長  

３ 沼尾 教明 藤原町観光課地域再生推進室主幹  

４ 柴田 信夫 藤原町観光課地域再生推進室主事  

 

（５）特定地域プロジェクトチーム（国） 
 氏  名 所  属・役  職 備考 

１ 新宅 幸夫 国土交通省関東地方整備局企画部広域計画課長  

２ 廣江 奈津子 国土交通省関東地方整備局建政部計画管理課長  

３ 東  智徳 国土交通省関東地方整備局建政部都市整備課長  

４ 宮本 和宏 国土交通省関東地方整備局建政部住宅整備課長  

５ 後藤 崇輔 国土交通省関東運輸局企画振興部企画課長  

６ 狩野 裕治 国土交通省関東運輸局企画振興部観光振興課長  

７ 島田 昌司 国土交通省関東運輸局栃木運輸支局企画輸送課長  

８ 伊藤 勇三 環境省北関東地区自然保護事務所公園保護科長  

 

（６）地域再生プロジェクトチーム 
 氏  名 所  属・役  職 備考 

１ 小室 康雄 総務部市町村課主幹  

２ 常盤 峰之 総務部市町村課管理担当課長補佐  

３ 板橋 昭二 総務部市町村課財政担当課長補佐  

４ 石田 康雄 企画部地域振興課主幹       （チームリーダー）  

５ 神山 保 企画部地域振興課地域振興担当課長補佐  

６ 根岸 昭夫 企画部地域振興課地域整備推進担当課長補佐  

７ 五家 真佐江 企画部地域振興課地域整備推進担当副主幹  

８ 杉本 光久 企画部地域振興課地域振興担当主査  

９ 須賀 崇夫 企画部地域振興課地域整備推進担当主査  

10 齋藤 利也 企画部地域振興課地域整備推進担当主査  

11 倉持 和司 商工労働観光部観光交流課主幹  

12 高久 啓 商工労働観光部観光交流課観光・まちづくり担当課長補佐  

13 鱒渕 繁義 商工労働観光部観光交流課観光・まちづくり担当主査  

14 碓氷 善美 土木部都市計画課課長補佐  

15 君島 康則 土木部都市計画課市街地整備担当副主幹  

16 村上 立夫 土木部都市計画課市街地整備担当副主幹  
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４．フィールドワーク実施概要 
１）アンケート調査 
（1）宿泊客へのアンケート（1/28-30 配布 1,000／回収 638 63.8％） 
（2）旅館経営者への 〃 （1/28-2/6配布 42  ／回収 19 45.2％） 

（3）台東区住民への 〃 （1/30-2/6配布 600 ／回収 165 27.5％） 
（4）結果 
①鬼怒川温泉の強み 
・風光明媚な自然環境、宿泊客・台東区の温泉・施設への高い評価、東京に近く周

辺観光地やテーマパークの揃う立地 

②鬼怒川温泉の弱み 
・温泉地らしい風情に欠ける（温泉地には風情を求める）、街なかに名所旧跡がな

い、湯めぐりができない、活気がなく魅力あるお店がない 

 

２）福島空港利用モニターツアー 
（1）2/19-21九州在住の７名のモニターにより福島イン羽田アウトで実施 

（2）主な意見 
・旅行の目的は、鬼怒川温泉でなく、日光である。 

・直通バスよりツアーバスの方が望ましい。 

 

３）空店舗を活用した回遊促進のための社会実験 

（1）空店舗とふれあい広場を活用したゲームコーナーの開催 
・1/15から金・土・日で、空店舗「ゲームコーナー」(入場523人 /20日) を実施。 

（2）本町地域活性化委員会の活発化と、地域的なとりくみへの波及 
・ふれあい広場で「手づくり工房」(入場497人 /月、地元NPO)、「なつかしの昭和鬼

怒川展」を同時に実施。 

・町内では初のイベントとして、従来から制作していた手づくり行灯を増設し、「桃

行灯ひなまつりフェスタ」（参加250人以上/2日）を開催。 

・地域再生マネージャー事業「鬼怒太物語（宝さがし）」とも連携、「湯遊行灯まつり」

として一体的に企画調整・ＰＲ連携を実施。 

 

 

 

ゲームコーナー 桃行灯ひなまつりフェスタ 


